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はじめに 

（１）本書の目的と検討手順 

 

 

本書は図０－１に示すように、「地域の津波防災」

を検討する手順と、その内容を説明することを目的

としています。対象とする地震は津波を伴う海溝型

地震の中でも、近い内の発生が危惧されている南海

トラフ地震を主な対象としています。 

 

（２）災害図上演習とは 

 

 

図０－２は災害図上演習の普及の経緯を説明する

ものです。 

災害図上演習ＤＩＧの原型は、自衛隊で行われてき

た地図を用いた図上訓練です（図０－２の左上の写

真は図上訓練ではなく、阪神淡路大震災で王子運動

公園に設置された自衛隊の現地本部で、地図を活用

している様子がわかります）。 

 

この自衛隊の図上訓練手法を小村隆史氏（当時は防

衛研究所、現在は常葉大学・准教授）が地域防災向

けにアレンジし、三重県の防災担当者や三重県民の

方々と協力して１９９７年３月から県内各地で開

催したのが始まりです。この時から災害（Disaster）

図上（Imagination）演習（Game）の頭文字をと

ってＤＩＧ（ディグ）と呼ばれ、地域防災力を高め

る手法として全国に広まりました（以下、災害図上

演習をＤＩＧ（ディグ）と言います）。 

 

ＤＩＧでは参加者が楽しそうに、かつ熱心に議論を

行い、ＤＩＧを通して防災意識が向上していくこと

に驚かされました。また、ＤＩＧは地域防災向けだ

けでなく、大規模交通事故やサリンテロ、爆破テロ、

感染症対応などをテーマに、災害対応のプロの方々

の検討にも用いられています。 

その後、２００３年頃からは、企業でも近隣図や敷

地図、建物図などを用いて、実践的な防災計画を検

討する手法として活用が始まりました。図０－２の

右下は、休日の工場での保安職員の対応を検討して

いる様子です。 

また、ＤＩＧを通じて災害対応ができる人材が育成

されることや、参加者に顔の見える関係ができるこ

とも大きな特徴です。 

※図上訓練ＤＩＧについて／小村隆史・平野昌（地

域安全学会論文報告集１９９７） 

 

（３）防災の考え方 
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本書では、図０－３に示すように、防災は危機管理

の一部で、減災は防災の一部との認識ですので、 

原則として「減災」という言葉は用いておりません。 

 

 

そして図０－４に示すように危機管理の原則に立

ち、先ずは予防が最も大切であり、次に初動による

被害の最小化、その次が早期復旧の順と考えていま

す。津波対策で言えば、先ずは津波被害に遭わない

安全な場所に住むことが大切で、津波避難は人命を

守る最終手段で、その後に早期復旧と考えています。 

 

図０－５はその避難に関して説明したものです。 

 

 

避難には二つの意味があります。 

一つは、「避難とは危険な場所にいる場合に安全な

場所へ移ること」です。この安全な場所が「避難場

所」で、洪水に対しては「洪水避難場所」、津波に

対しては「津波避難場所」、大規模火災に対しては

「広域避難場所」があります。 

安全な場所にいる方は避難する必要はありません。

過去には、安全な場所にいた方々が「避難場所」へ

移動する途中の危険な場所で命を落とすことが発

生しています（２００９年８月の兵庫県佐用町での

水害事故）。 

最近では、市全域に避難指示が出たのになぜ避難し

ないのか？と指摘する報道がよくみられますが、安

全な場所にいる方は避難の必要はありません。 

 

ベストの危機管理は「全員が安全な場所に住んでお

り、避難する必要がないこと」であり、「避難者ゼ

ロ」が理想です。セカンドベストが「危ないところ

に住んでいる方は全員避難」です。避難しないで済

む「避難率ゼロ」が防災の本来の目標ですが、最近

のメディアでは「避難率１００％」が良いことの様

な報道が見られます。 

 

二つ目は「避難所」です。避難所は住む家を失った

方や、自宅では被災生活できない要援護の方が身を

寄せる場所で、以前は収容避難所と呼ばれていまし

た（最近は指定避難所など）。避難所は大規模災害

では避難者が多いため劣悪な環境となります。避難

所に関しても、避難所に行くことが防災ではなく、

避難所を頼らずに済むことが防災です。避難所に関

してもメディアは住民全員が避難所に行くことを

推奨しているように思われます。 

 

※在宅避難という言葉について 

自宅が安全で備蓄があれば避難場所へ行く必要も

ないし、避難所にお世話になる必要もなく避難は不

要です。ところで最近は「在宅避難」という言葉が

でき、在宅避難が推奨されています。避難所を頼ら

ないという意味では良いのですが、在宅避難＝避難

しないことですので、日本語としては違和感があり

ます。おそらく「在宅避難」とは、何が何でも住民

が避難することが正しいと信じた方々が造った言

葉と思われます。 

なお、水害や津波で住宅の１階は被災したが、２階

で生活をされる方が稀にいます。このような方は

「在宅被災者」と言います。 
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※避難所は地域の防災拠点 

阪神淡路大震災後に神戸市で作成された避難所運

営マニュアルの第１行に「避難所は地域の防災拠点

である」とあります。その意味は、避難所は家を失

った方々を収容するだけでなく、要支援者の支援、

仮設診療所、飲食料や物資の配給、行政からの情報

提供など様々な地域拠点の役割を果たします。従っ

て、避難所運営は収容避難者だけでなく、在宅者も

含めて地域全体で協力して行うもので、地域全体で

避難所運営委員会を設けることになっています。 

 

図０－６は２０１８年７月豪雨で、甚大な被害がで

た岡山県真備町のハザードマップと実際の浸水域

の比較です。 

 

 

ハザードとは災害による外力（震度や浸水深など）

のことです。 

図０－６は岡山県真備町ですが、 

・左側は事前に想定されていたハザードマップ 

・右側は実際に浸水したエリアを表した地図 

です。２つの地図を見比べると、おおよそハザード

マップで想定されていた通りに浸水したことが分

かります。ただし、ハザードマップは一定の条件の

もとに作成されているので、条件がかわれば浸水範

囲も変わります。 

真備町のハザードマップで言えば、 

・予想以上の雨が降れば浸水範囲は広がります 

・予想よりも雨が少なければ浸水範囲は狭まります 

となります。 

 

なお、大河川の場合の河川氾濫は、堤防を越流（ま

たは決壊）した位置や規模で浸水状況が大きく変わ

ります。ハザードマップをうのみにするのではなく、

ハザードマップの設定条件を確認した上でハザー

ドマップを活用してください。 

 

図０－７は東日本大震災で、多くの犠牲者（小学生

７４名、教師１０名）を出した石巻市立大川小学校

付近の津波ハザードマップです。 

 

 

大川小学校は津波浸水範囲外にあって避難所（避難

場所？）と表示されており、多くの近隣住民が小学

校に避難してきました。そのために先生方も児童を

避難させることができなくなったと思われます。し

かし、このハザードマップはＭ７クラスの宮城県沖

地震の津波ハザードマップであって、三陸津波のハ

ザードマップではありませんでした。ハザードマッ

プはその前提条件を理解していない場合には、時に

被害を生む原因となります。 
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１ 対象とする地震 

１．１ 海溝型地震が発生する場所 

図１－１は日本周辺で海溝型地震が発生する場所

を示したもので、図１－２は地震の規模や発生確率

を示しました。 

 

 

 

１．２ 西日本の地震 

図１－３は西日本で発生した地震の記録です。 

 

西日本に大きな被害を及ぼす地震には、南海トラフ

地震と直下地震があります。南海トラフ地震は９０

年～１５０年間隔で発生し、南海トラフ地震が発生

する前５０年、後１０年に直下地震が多発する傾向

があります。次の南海トラフ地震に向けては、１９

９５年の阪神淡路大震災がその直下地震の第１号

と考えられています。 

 

西日本では大きな地震の発生回数は図１－４のよ

うに考えられます。 

 

 

阪神淡路大震災から５０年後（２０４５年）ごろの

南海トラフ地震に向け、西日本全体で直下地震が発

生すると思われますが、２０１８年６月の大阪北部

地震はＭ６クラスの地震の一つです。 

図１－５は１９９５年の阪神淡路大震災以降に西

日本で発生したＭ６以上の地震です。 
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１９９５年以降に、すでにＭ７以上の地震が６回発

生しています。これから、あと数回のＭ７クラスの

直下地震の後に南海トラフ地震が起きると考えて

います。 

 

１．３ 南海トラフ地震 

図１－６に示すように、南海トラフ地震は過去に 

９０年～１５０年周期で発生しています。 

 

 

南海トラフ地震の発生パターンは色々です。 

１７０７年の宝永地震では、東海・東南海・南海の

３連動の（全体割れ）地震が発生し、その約１５０

年後の１８５４年の安政地震では東側と西側に分

かれて（半割れ）地震が発生しました。またその９

０年後の終戦（１９４５年）の前後には小さめの半

割れで発生しましたが、この時に静岡県東側の部分

が割れ残り、余震として東海地震（一部割れ）がい

つ発生してもおかしくないと言われてきました。 

 

 

 

その中で、内閣府・中央防災会議は平成２５年（東

日本大震災の２年後）にレベル 1 とレベル２につい

て図１－７に示す説明を行いました。 

 

そこには明確に「行政、企業、地域および個人のそ

れぞれが実施すべき地震・津波対策の前提をすべて

レベル２の地震・津波とすることは現実的ではなく、

レベル１の地震・津波への対応を基本とする」と明

記されているのですが、いつのまにかレベル２の地

震・津波に対して対策・対応を取るべきとの考えが

日本中に広まりましたが、これも誤った報道に行政

が同調した結果と思いわれます。要旨は「防災対策

の基本はレベル１で、津波避難高は念のためにレベ

ル２とする」です。 

 

図１－８、図１－９は南海トラフ地震レベル１ 

（３連動：全体割れ）の震度分布と津波高です。も

ちろん、半割れや一部割れとなる可能性もあります。 

なおレベル２は南海トラフ巨大地震と呼ばれています。 
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震度分布をみると６強以上の範囲は山梨県南部～

静岡県～愛知県南部～三重県～和歌山県～徳島県

南部～高知県南部～愛媛県南部にまで広がってい

ます。津波については３ｍ以上の範囲が伊豆半島～

宮崎県南部まで広範囲に広がっています。なお、静

岡県の相模湾沿いと宮崎県沿岸の津波高さはほぼ

同じです。 

 

図１－１０は駿河湾を襲う津波のシミュレーショ

ン映像です。東日本大震災の津波と比べて波高は低

いものの、その激しさが想像されます。 

 

 

図１－１１は南海トラフ地震レベル１（宝永型Ｍ８．

６）と東日本大震災（Ｍ９）の比較です。 

 

 

 

南海トラフ地震レベル１の地震規模は東日本大震

災の１／４ですが、下記の特徴があります。 

 

 

・震度６強の範囲がはるかに広く、揺れによる  

建物被害が大きい 

・津波高は低いが津波被害は広範囲 

・津波の到達時間が早く、避難する時間が短い 

 

今、南海トラフ地震が起きたら避難となる方が多い

と思われますが、ベストの危機管理は危機に陥らな

いこと、安全な場所に丈夫な家を建て、被害に遭わ

ないことです。 

 

図１－１２は西日本で対象とする地震のまとめで

す。いつでもどこでも直下地震に備えつつ、今世紀

前半の内に発生する可能性が高い南海トラフ地震

に備える必要があります。 

 

 

図１－１３は南海トラフ地震の規模と発生確率で

すが、その規模は「Ｍ８～９程度」と記載されてい

ます。 
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図１－１４はレベル２（南海トラフ巨大地震）の 

津波高さ（念のための津波避難高さ）分布です。 

 

 

これを見ると伊豆半島から宮崎県まで、津波高１０

ｍ以上の範囲が広く分布しています。 

 

参考 日向灘地震 

図１－１５は日向灘地震の規模と発生確率で、まれ

に津波を伴う地震が発生します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１６はＭ７．６の場合の震度分布、 

図１－１７は津波高分布です。 

 

 

 

日向灘地震の津波高は南海トラフ地震の津波高と

はほぼ同等で、４～５ｍです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



災害対策研究会                       8 

２ 海溝型地震での被害 

図２－１は海溝型地震で発生する被害を表したも

のです。揺れや津波、地盤沈降で様々な被害が発生

します。 

 

 

 

２．１ 海溝型地震での被害（太平洋側） 

図２－２は１９２３年に発生した関東大震災での、

湘南海岸を走る江ノ電付近の被害です。 

 

関東大震災では東京下町の大火災が有名ですが、神

奈川でも大きな揺れと津波が発生しました。 

 

続いて図２－３は１９４４年の東南海地震での、尾

鷲の被害のシミュレーション結果です 

 

 

 

 

 

この時は図２－４のような津波被害が発生しました。 

 

 

次に図２－５は１９４６年の南海地震の徳島県牟

岐町と高知県土佐市の被害です。 
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また、この時は図２－６のように沿岸部の地盤が１

ｍ程度沈降し、浸水が発生しました（津波被害では

ありません）。 

 

図２－７は１９６０年のチリ津波での被害です。太

平洋の対岸で発生したＭ９．５の地震による津波が

２０時間以上をかけて日本に到達し、死者約１４０

名の被害を出しました。 

 

２．２ 海溝型地震での被害（日本海側） 

図２－８は日本海側で発生した海溝型地震です。 

 

図２－９は、１９６４年に発生したＭ７．５の新潟

地震の被害です。津波は高いところで３～４ｍ。こ

の時の地震では液状化により信濃川堤防が崩壊、こ

の場所での津波高は１～２ｍでしたが、新潟市内５，

６００ha が浸水しました。また長周期地震動によ

って石油タンクの液面動揺（スロッシング）で蓋が

大きく揺れ、摩擦で火花が発生して大火災となりま

した。液状化や長周期地震動、スロッシングが知ら

れるきっかけとなった地震です。 

 

 

次に図２－１０は１９８３年に発生したＭ７．７の

日本海中部地震で能代市の沿岸に押し寄せる津波

の映像です。 

 

 

この時の津波で男鹿市から海岸に遠足に来ていた

小学生１３名が亡くなった。 
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最後に図２－１１は１９９３年に発生したＭ７．８

の北海道南西沖地震です。 

 

 

地震発生が夜間で、地震発生から数分で津波が襲来

したため、死者・行方不明者は約２３０名にのぼり

ました。 

 

２．３ 東日本大震災での揺れと津波 

先ず、揺れについて説明します。図２－１２は阪神

淡路大震災と東日本大震災の揺れの比較です。 

 

 

阪神淡路大震災では、いきなり強烈な揺れが始まり

約１０秒で終わりました。一方、東日本大震災は強

い揺れが長時間継続し、身動きできない時間が２～

３分続きました。揺れの時間は地震断層の破壊範囲

の大きさに応じて大きな地震ほど長い時間揺れ続

けます。 

 

 

 

次に、阪神淡路大震災と東日本大震災の揺れの特徴

を比較します（図２―１３）。 

 

 

この図は速度応答スペクトルというもので、縦軸は

地震動の大きさ、横軸は振動周期ですが、どちらも

対数目盛となっていることに注意してください。 

 

着目すべきは周期１秒～２秒（キラーパルスと呼ば

れて、低層の建物の被害が大きい）と４秒～６秒（高

層ビルが共振する長周期地震動と呼ばれる）です。 

キラーパルスと長周期地震動に着目すると、阪神淡

路大震災では木造建物や低層ビルの被害が大きい

キラーパルスが大きかったのですが、東日本大震災

ではキラーパルスはなく、建物には大きな被害が出

ていません。長周期の地震動についても阪神淡路大

震災の方が大きいのですが、長周期の地震動は減衰

せずに遠くまで届くことや、東日本大震災では長い

時間揺れたことで都心の高層ビルに共振現象が起

きて大きく揺れました。 

次の首都直下地震や南海トラフ地震では、首都圏の

高層ビルは東日本大震災の時よりもはるかに大き

く揺れると思います。大きく揺れた場合は什器の転

倒や移動、エレベータや配管配線の異常などが起き

る可能性があります。 
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図２－１４は仙台市若林区での建物倒壊です。 

 

東日本大震災では、阪神淡路大震災と比較すると揺

れによる建物被害は圧倒的に少ないのですが、それ

でも耐震性の低い建物は被害を受けました。東日本

大震災は勤務時間中の発生ですのでこのビルでも

死傷者が発生したと思われます。 

 

続いて津波被害です。先ず、津波の発生から遡上ま

でについて説明します。 

図２－１５は地震発生前の状況です。海側のプレー

トが陸側のプレートを引きずり込みながら潜り込

んでいきます。 

 

 

 

次に図２－１６では、海溝型地震で陸側のプレート

が跳ね返り、海面を押し上げることで大きな津波が

発生します。 

 

 

 

図２－１６は陸側プレートが反発した様子ですが、

東日本大震災では局所的に約５０ｍの巨大な滑り

が発生して海面を大きく押し上げました。 

海面の上昇量は陸に近い観測点（図中のＴＭ１、Ｔ

Ｍ２）で５ｍを越えていることから、沖合では最高

水位は８ｍぐらいではないかと思います。 

 

沖合の津波が陸地に近づき水深が浅くなると、スピ

ードが低下して海面が上昇します（図２－１７）。 

 

 

志津川湾（南三陸町）や釜石湾、宮古湾の湾口では

海抜１５～１６ｍ程度になったようです。 
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更にリアス式海岸の急斜面ではその倍以上の高さ

まで駆け上がっています（図２－１８）。 

 

宮古市では、小堀内漁港の奥の斜面で３８ｍ、  

「これより下に家を建てるな」の石碑がある重茂半

島の姉吉漁港の奥の斜面で４０ｍにまで遡上しました。 

 

図２－１９は南三陸町の津波襲来前で、 

図２－２０は津波襲来後です。 

 

写真中央付近に防災庁舎があります。３階建てなの

で高さは約１２ｍ。屋上２ｍが浸水、地盤標高は１

ｍ程度なので津波高は約１５ｍでしょう。写真右側

の志津川保育園は海抜１７ｍでギリギリセーフで

した。一方、左側の特養・慈恵園は元・中学校の敷

地で海抜１３ｍでしたので、２ｍ程度浸水し、多く

の犠牲者を出しました。実は慈恵園は津波避難場所

に指定されていて、ここまで津波が遡上することは

想定外でした。大きな津波が到達してから志津川高校

への避難を開始しましたが間に合いませんでした。 

 

図２－２１は高い津波が到達する状況を説明した

ものです。 

 

参考 その他の地震での被害 

最後に、揺れによる堤防の崩壊について説明します。

図２－２２は阪神淡路大震災での淀川堤防の被害

です。東京や大阪で揺れや液状化で堤防被害がある

と、河川決壊で０ｍ地帯が浸水し、津波以外での浸

水の危険性があります。 
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３ 予防と復旧の事例 

３．１ 予防対策の事例 

（１）事前の高台移転 

図３－１は岩手県久慈市小袖集落で、ＮＨＫのドラ

マ「あまちゃん」の舞台となったところです。職場

は海ですが、保育園を含めた集落は標高約８０ｍに

あり、小学校はさらに高い標高１６０ｍにあります。 

 

 

 

次は大船渡市の吉浜です（図３－２）。明治三陸津

波で大きな被害を出した後に高台移転を行い、東日

本大震災での死者は１名に抑えることができまし

た（隣町の越喜来の介護施設で津波被害の死亡）。 

 

 

（２）防潮堤や水門 

図３－３は岩手県普代村の大水門とその南側にあ

る太田名部地区の防潮堤です。水門高・堤防高はい

ずれも１５．５ｍ。 

 

津波高は譜代水門で約１８ｍ、水門を超えて内陸へ

遡上したが海岸に最も近い小学校の手前で停止、太

田名部での津波高は約１４ｍで越流しませんでした。 

 

 

（３）田老は敗北したのか？ 

図３－４は昭和８年の昭和三陸津波の前後の田老

町の写真です。明治三陸津波での津波高は１５ｍで

犠牲者は約１，９００名、昭和三陸津波では津波高

は１０ｍで犠牲者は約９００名でした。それを踏ま

え、１０ｍの堤防を作るとともに、津波が堤防を超

える可能性のあることを想定して、毎年津波避難訓

練を繰り返して来ました。 
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図３－５は東日本大震災前後の堤防付近の写真で

す。今回の津波高は１７ｍで、１０ｍの堤防をはるかに

超えましたが、犠牲者は約２００名に抑えました。 

 

 

今回の最初の津波警報の津波高さは３ｍでしたし、

最初に発表された津波到達情報も津波高数十ｃｍ

でした。これでは避難しない人や、一度は避難しな

がらも帰宅した人もいるはずです。 

私は防潮堤の敗北というよりも従来の津波警報の

敗北だと思っています（当時の気象庁の手法では、

Ｍ８を超える地震の規模が過小評価になるもので

した。これを踏まえて気象庁も津波警報が過小評価に

ならないように、警報の出し方を変更しています）。 

 

（４）湾口防波堤 

図３－６、図３－７は釜石湾等に設置された湾口防

波堤です。 

 

 

 

 

 

湾口防波堤は１９６０年に発生したチリ地震津波

の後、１９６７年に大船渡湾口と女川湾口に建設さ

れました。その後、水深約６０ｍの釜石湾でも検討

が進められ、１９８０年頃に工事に着手し、２００

６年に大水深防波堤が完成を見ました。いずれも東

日本大震災では、被害を軽減したものの、コンクリ

ートケーソンが流される等、防潮堤自体が大きな被

害を受けました。しかし、いずれも２０１９年には

復旧しています。 

 

３．２ 復旧の事例 

（１）漁村の復旧事例（石巻市北上地区小室） 

次に復旧の事例です。図３－８、図３－９は石巻市 

北上地区でいち早い復旧を成し遂げた小室で、震災

の翌年には復旧計画ができ、２０１４年には造成工

事がほぼ完成し、続いて建物工事が進められました。 
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（２）漁村の復旧（釜石市根浜、箱崎、両石） 

図３－１０は石巻市の３地区（根浜、箱崎、両石）

の比較です。根浜地区は高台移転を行い、防潮堤の

高さは変更しないものとしました。箱崎地区は高台

移転を行うとともに、防潮堤も嵩上げています。最

後の両石地区は防潮堤を嵩上げて、内側の住宅地も

大規模に嵩上げています。 

 

 

（３）防集（沿岸部がまとまって移転） 

 

図３－１１は宮城県岩沼市の玉浦西地区です。沿岸

部の６カ所の集落を玉浦地区の更に西側に集め、中

心に大きな商業施設を設けました。 

 

図３－１２は宮城県南端の山元町のＪＲ常磐線山

下駅付近です。山元町ではＪＲ常磐線を内陸側に約

１ｋｍ移設して、３ヵ所にコンパクトシティを造り

ました。 

 

続いて図３－１３は東松島市の野蒜ヶ丘です。丘陵

を切開き、ＪＲ仙石線を北へ移して高台に新しく住

宅地を造成しました。津波で被災した野蒜小学校と

宮戸島の宮戸小学校を合併し、宮野森小学校として

この地に開設した他、津波で多数の犠牲者がでた老

健の「不老園」も高台に再建しました。 
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（４）市町村の復旧例 

図３－１４は岩手県山田町の復旧状況です、沿岸部

の漁港に高さ９．７ｍの防潮壁を設置し、低地に公

園や商業施設、嵩上げ地に復興公営住宅、高台に学

校や住宅地を設けています。 
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４ 南海トラフ地震の被害想定 

４．１ 揺れと津波 

図４－１は南海トラフ地震レベル１の震度と津波

高で、図１－１４（前出）は南海トラフ巨大地震レ

ベル２の津波高です。実施すべき地震対策・対応は

どこでも起きる震度６強とし、津波への対策・対応

はレベル１が基本で、念のためのレベル２の津波に

対して避難計画を検討します。 

 

 

 

図４－２は本州（静岡）の事例で、震度分布、レベ

ル１の津波高、標高図です。これを見ると強い揺れ

（６強）が広がっていることがわかります。 

 

図４－３は四国（徳島市付近）の事例です。これを

見ると、津波は３～５ｍ程度ですが、地盤標高が低

いところが沿岸部に広がっています。 

 

 

図４－４は九州（宮崎県）です。南海トラフ地震（レ

ベル１）の揺れは沿岸部においては５強程度で大き

な被害とはなりませんが、津波は３～５ｍで静岡市

付近や徳島市付近と同様です。標高はこの図面では

わかりづらいですが、北部の延岡や南部の宮崎付近

で標高５ｍ以下の範囲が広がっています。 
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図４－５は南海トラフ地震と日向灘地震が同時に

発生した場合の状況です。揺れが大きくなり、津波

は高さは同様ですが到達時間が２０分→１０分に

短縮されます。 

 

 

 

４．２ 広域被害 

「４．２」では南海トラフ地震による西日本全体の

被害を検討します。 

先ず各地の電力被害を説明します（図４－６）。 

 

 

東側から説明します。南海トラフ地震で、中部地方

は大きな揺れと津波で各地の発電所が停止します。

中部電力は東京電力から供給を受けることが可能

ですが、周波数の違いで、現在は２１０万ｋｗが限

界です。これ以外に新潟県の直江津（上越市）に約

２４０万ｋｗの火力発電所がありますが、広域停電

（ブラックアウト）や計画停電が続くと思われます。 

続いて関西電力ですが、美浜、高浜、大飯の原子力

発電所は検査のため停止すると考えられ、火力発電

所も舞鶴火力以外は停止し、関西も広域停電（ブラ

ックアウト）になると思われます。 

四国では阿南市の阿南火力、橘湾火力が津波被害を

受け、伊方原発も非常停止し、残るは瀬戸内側の西

条、坂出の２ヵ所の火力発電所次第となります。 

一方、九州では大分南部から宮崎県の被災範囲には

揚水式発電所しかなく、南海トラフ地震での発電所

被害は小さいと思われます。 

これに基づき、停電期間や計画停電期間を図４－７

の様に予想しています。 

 

 

続いて通信被害です。図４－８は広域停電（ブラッ

クアウト）による通信被害を説明したもので、 

携帯電話のアンテナや、固定電話の交換局のバッテ

リーについて述べたものです。各携帯電話会社は東

日本大震災の経験からアンテナのバッテリーの強

化を進めていますが、停電で通信もできなくなると

考えられます。それ以外にも広域停電では様々な生

活支障が生じます。 
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その結果として全国で図４－９のような様々な 

被害が発生することになります。 

 

 

 

４．３ 地域被害 

図４－１０は宮城県亘理町の沿岸部の被害状況で

す。海からの津波と、阿武隈川の堤防を越えた津波

により、壊滅的な被害を受けた地域の写真です。こ

のように地域によって被害状況は異なりますので、

地図を用いて被害を理解することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、図４－１１は静岡県富士市の田子の浦港近

くの標高図に基づく分析の例で、これを図４－１２

の様式にまとめ、津波に対する理解を深めます。 
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５ 地域の津波防災の検討 

それでは実際に地域の津波防災の検討を行います。 

 

５．１ 地域を知る（標高の確認） 

図５－１は各地の標高を表したものです。 

 

 

標高図の作り方を図５―２で説明します。 

 

 

最初にインターネットで下記の作業を行います。最

初はもたつきますが、慣れれば簡単に操作できるよ

うになりますのでチャレンジしてみて下さい。 

・「地理院地図」を検索します。 

・地図が表示されたら中心位置「＋」や縮尺を  

調整します。 

・地図の左上の日本地図の印をクリックします。 

・「標高・土地の凹凸」をクリックします。 

・「自分で作る色別標高図」をクリックします。 

・凡例に表示されたカラーパターンを決めます。 

 

カラーパターンは慣れれば思い通りに作成でき

ますが、最初はデフオルトの案を選ぶことで良

いと思います。 

これで地域の標高図が出来上がります。 

 

５．２ 地域の被害を考える 

海溝型地震が発生すると緊急地震速報が出て危険

を知らせてくれる可能性が高いと思います（いわゆ

るサイレント津波では緊急地震速報は出ないと思

われます）。図５－３は南海トラフ地震での緊急地

震速報の予測で、紀伊半島の東側が震源になる可能

性が高いと思われます。大阪も名古屋も地震波の到

来の３０秒前に緊急地震速報が鳴りそうです。 

 

 

地震波が到達すると、図５－４のような大きな揺れ

が１分～３分続きます（断層の破壊範囲の大きさで

変わります）、 
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次に津波が発生します。図５－５～図５－７は東南

海・南海地震の津波シミュレーションの結果です

（以前は、東海地震と南海・東南海地震は別の地震

として取り扱われていた名残りです）。 

地震が発生すると海面が盛り上がります。 

 

次に、約２０分で宮崎県から静岡県の太平洋岸に津

波が到達します（東海地震が同時に発生していれば、

伊豆半島西岸から御前崎にかけて、もっと早く津波

が到達します）。 

 

次に、５０分後には津波は大阪湾や伊勢湾にも侵入

します。 

 

図５－８、図５－９は東日本大震災の津波で多くの

犠牲者を出した気仙沼市波路上杉ノ下の高台です。 

 

 

 

津波は予想以上の高さとなることもあるので、その

際に津波に飲み込まれないよう、国道４５号よりも

内陸側に避難場所を設けるべきでした。 
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図５－１０は南三陸町の介護施設「慈恵園」です。

慈恵園は標高１３ｍにあり、津波避難場所に指定さ

れていましたので、避難計画がありませんでした。

迫りくる津波に対して、急遽、裏手の高台にある  

志津川高校（標高３０ｍ）への避難を決定しましたが、

狭くて急な階段に阻まれて多くの入所者と一人の職員

が犠牲となりました。実は北側の旭ヶ丘には慈恵園から

道路が通じており、車での避難が可能でした。 

 

このことでわかるように、津波被害と対策・対応を

事前に検討しておく必要があります。 

図５－１１は津波被害と避難場所を検討するため

の標高図の例で、図５－１２は予想される被害をま

とめる様式です。 

 

 

 

 

 

 

５．３ 予防対策を考える 

海溝型地震では揺れと津波への対策が必要です。 

先ず揺れですが、建物が倒壊しないこと、次に家具

が転倒・移動しないことが大切です。図５－１３は

木造住宅の全壊率で、図５－１４は家具の転倒状況

です。 

 

 

 

 

次に津波対策ですが、安全な場所に住むことが最も

大切ですが、危険または危険な可能性がある場合に

は、津波避難場所などへいち早い避難が必要です。 
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図５－１５は静岡県富士市田子の浦付近の津波避

難場所、図５－１６は宮崎県都農町の都農漁港付近

の津波避難場所です。 

 

 

 

地域の状況を把握した上で、予防対策（避難計画を

含む）を検討し、図５－１７の様にまとめます。 

 

 

 

５．４ 初動対応を考える 

次に地震が発生してからの避難完了までの初動対

応を検討します（図５－１８）。地震の発生時間帯

は日中（明るい時間）と夜間について検討します。

日中とは若い方が働きに出ているケース、夜間とは

若い方も在宅だが、停電で避難しづらいケースとし

ます。 

 

 

 

参考 地域を知る（新旧地図の比較） 

「５．１ 地域を知る」では標高の確認に留めまし

たが、時間が許せば地域の新旧の地図を用いて地域

の理解を深めます（図５－１９）。地域の変化を見

るには、旧地図は第二次世界大戦後の１９４５年ご

ろがお勧めです。建物の耐震性をテーマとする場合

は耐震基準が変更された１９８０年ごろが良いと

思います。 
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先ず、図５－２０の様に旧地図に透明シートを被せ

て、図５－２１に示したような情報をマーカーで書

き込みます。 

 

 

次に地図を入れ替えます。新地図の上に、書き込み

を終えた透明シートを被せ、変化した場所や災害が

起きた場所などを確認します（図５－２２） 

 

 

 

なお、新地図に低地部分（例えば標高５ｍ以下や 

１０ｍ以下など）を薄く着色しておくと災害の起こ

りやすい場所や、貝塚（大昔の海岸線）との関係な

どを確認することもできます（図５－２３）。 
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６ 避難生活（避難所）と仮設住宅 

６．１ 避難生活（避難所） 

地域が被災した後に生活を送る場所は多様です。し

かし、津波の特徴は低い場所が同時に被災すること

にあります。その時は被災していない地域への疎開、

特に学校が被災して長期に休校となる場合はこど

もたちの疎開が始まります（図６－１）。 

 

 

学校が津波避難場所になるような高台にある場合

は、大勢の被災者の避難所となります。図６－２は

南三陸町志津川小学校（標高４０ｍ）での活動記録

の抜粋です。 

 

 

図６－３は志津川小学校避難所がうまく機能した

理由を取り纏めたものです。都会と地方では状況が

異なることもあると思われますが、参考にしてくだ

さい。 

 

 

 

 

６．２ 仮設住宅 

図６－４は仮設住宅計で検討すべき項目ですが、被

災地の中に仮設住宅の適地は少なく、やむを得ず学

校のグランドが使用されたり、生活に不便な地域に

建設されたりします。 

 

 

図６－５は東日本大震災が発生した翌月の仮設住

宅建設現場（岩手県宮古市のグリーンピア三陸宮古）

です。この時点で４００棟１２００人の仮設住宅が

建設中で、翌年には多くの仮設店舗も出来上がって

いました。この時、グリーンピア三陸宮古は宮古市

が所有しており、広い敷地と大浴場のある施設を使

用することができました。 
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図６－６は１年後のグリーンピアですが本館内に

診療所も設置され、仮設住宅は一戸当たりのスペー

スは狭いながらも最低限の生活が営まれているよ

うでした。 

 

 

 

 

このように津波警報解除後の対応についても検討

が必要です（図６－７に様式の例を示します）。個

人的には、ゴルフ場が広い土地に大きな入浴設備や

食堂のある建物の所有しており、災害後に活用でき

ると考えています。 
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７ 復旧・復興計画（事前復興計画） 

７．１ 復旧・復興計画 

図７－１に復旧・復興計画の考え方を示します。避

難生活の後は仮設住宅での生活で、その間に応急復

旧を行います。本格復旧はその後で、数年をかけて

行われます。 

 

 

東日本大震災では図３－５～３－６に示した石巻

市北上地区の小室で３年～４年ですが、大規模な復

旧・復興工事には７～１０年を要しています。一方、

図７－２は福岡県西方沖地震の玄海島の復旧・復興の

様子ですが、３年で復旧・復興を成し遂げています。 

 

 

東日本大震災の復旧・復興に時間を要した理由は、

工事が大規模になったためです。 

 

 

 

図７－３に示すように、海岸方向から、嵩上げされ

た堤防建設、緑地帯、嵩上げ道路、嵩上げ商業地・

宅地、高台移転地となるような工事を行いましたの

で、建設に長い時間を要しました。 

 

 

 

７．２ 事前復興計画 

事前復興計画とは、被災してから復興計画を考える

のではなく、平常時から復興計画を考えておくこと

で復興を早めようとするものです。また、災害が起き

た場合の被害を想定することで、災害の強いまちづくり

計画を推進する効果も期待されます（図７－４）。 
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事前復興計画の検討手順は図７－５の通りで、 

図７－６、図７－７は東京都練馬区で行われた事前

復興計画の検討の様子です（これは津波対策ではなく、

首都直下地震が対象ですが、検討手法は同様です）。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

８ 次の世代のためのまちづくり計画 

次の世代のためのまちづくり計画の検討は、主に高

校生の防災授業で行っています（図８－１）。   

避難計画も大切ですが、ここでは避難しなくともよ

いまちづくりと、そのための計画を検討します。 
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